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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する
＜連絡事項＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・　8月3・4日の両日、第2回の法人研修会が組まれています。

· 法人職員納涼会（8月11日）の不参加届け・出席者の参加費支払いの締め切りが8月4日となっています。

· 日精看からの支部交流会（ボーリング大会）のお知らせと宮城県支部からの研修案内が掲示されています。参加希望者は所定の要綱に沿って、手続きしてください。

＜外来情報＞　

· 鹿原　博夫様～通所休みの場合は、確実に担当スタッフに連絡いれる事を確認されている。

· 柳町　信之様～今週も肛門からの出血が微量にあったが、痛みないとのことで様子見ていく。

· 長瀬　紘一郎様～血圧の値、下が高めである事を気にしているが様子観察となる。

· 平　康子様～体重65kg、やせましょうとコメントされている。

· 鈴木　恵美子様～前回実施の採血結果。糖は変わりないが、コレステロールは高めのまま経過。

· 奥山　似衣子様～スタッフ同伴で受診。「最近眠れない」と訴えている。以前に内服処方されていた

　　　　　　　　　　グッドミン（A）が処方されている。

＜利用者様情報・検討＞

· 田中　正士様～本日の昼食前に尿失禁がありました。（時々失禁はあります）青風荘スタッフに情報提

　　　　供し、着がえを行っています。失禁については今後も続いていくと考えられますが、羞恥心に配慮し、速やかに対処していきましょう。

· 巴　勇樹様～昨日からアンデルセン作業ステップアップしています。新しい作業のため、しばらくは　　　

　　　　　　　　スタッフが全般的に見守りで勧めてください。

・　村上　元道様～主治医から今後の方針として、幸房利用の話がある。本人もその事を担当スタッフに話

　　　　　　　　　してくる。現在の通所での取り組み姿勢や青山荘での生活の様子について、担当スタッ

　　　　　　　　　フで情報確認する。7日に青山荘で村上様のケースについて検討会あり。

· 澤　昌行様～3週間ぶりに来所。家族の様子や自身の現状について、多く話してくる。

　　　　　　　　眠剤を飲み忘れる事があると話すため、確実な内服の必要性を確認する。

· 其田　淑子様～「お昼食べたら帰ります（お祭）」とスタッフに話してくる事あります。デイナイトケ

　　アの利用時間などについて、確認指導しています。

· 杉澤　恵子様～指先に切傷がふえている。本人は自覚ない。清潔保持と軟膏処置で経過観察とする。

＜学術のテーマ確認＞

　デイケア　　　　　選択プログラム導入と利用率を考える

　デイナイトケア　　生活習慣病学習会を通して、健康と長生きを考える

　　　　　　　　　　アンチエージング　100歳まで生きる

　ナイトケア　　　　ナイトケアの実際を振り返る

　　　　　　　　　　今後の課題を発見する

＜青山荘事例検討＞

　清川　厚子様

　　　通所の利用については、食事を食べる為にも・・と言う事も掲げ、現在は月・水・金曜日に出席しているが時間にばらつきのある利用が目立っている。

　　　「宮さんがいれば行ける」と話す事もある。ビーズをやったり、生産的なものを好む。

　　→利用時間の拡大（基本的な時間利用）を図っていきたい。（担当：池田スタッフ）

　　青山荘での様子は

　　　　　　　　　　朝は起きられるようになっている。

　　　　　　　　　　ソファーに座っている事が多く、プログラム的な時間を好まない。

　　　　　　　　　　編み物をしている。

　　通所に来るのは、本人は好まない？のか

　　　　　　　　　　活動が苦痛なのか

　　　　　　　　　　通所まで通う道のりが苦痛なのか

　　　　　　　　　　人の中に入っていく苦痛があるのか

　　→本人の通所での位置付けを確認したい

　　　そのためにも、青山荘での今後に向けての何らかの取り組みを知りたい

　　青山荘の担当スタッフは

　　　8月から本人と、青山荘でもできるプログラムを考えている最中である。それは、青山荘だけの

　　ものではなく、通所でも取り組める内容で検討していく。内容は離れてはいけない。

　　時間の使い方を枠付けしていく方向。その日という単位ではなく、その日の時間（プログラム時間）も確実に本人がこなすようにする。

　　月・水・金の現在の時間と今後は火・木の拡大に向けても。

　　※青山荘から通所に来れば、本人の期待に対しての個別の内容もさらに検討の必要あり。

　　　今後も相互に情報交換を密に進めていきましょう。

　清水　泰雅様

　　　現在は自宅から青山荘を経由して、通所に来ている,本人の変化はあるか？

　　　どうしても、10時には来所できていない。

　　　青山荘には9時には来ている。着がえはしているが、寝て？しまっている。スタッフの声掛けは

　　　している現状。

　　　通所では、居眠りもあるが、プログラムの拒否は以前ほど無い。

　　→時間に通所に通うことが目標

　　　　青山荘スタッフの朝の声掛けのタイミングを考える

　　　　部屋にいる時間は何をしているのか、本人に聞いてみる

　　　　本人とスケジュール作成をしてみる

